
平
成
２１
年
第
４
回
定
例
会
は
、
昨
年
の
１１
月
３０
日
か
ら

１２
月
２１
日
ま
で
の
２２
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
定

例
会
最
終
日
に
は
、
議
会
人
事
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま

し
た
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
か

ら
市
議
会
に
対
し
て
特
段
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
昨
年
１２
月
に
開

か
れ
ま
し
た
第
４
回
定
例
会
に

お
い
て
、
正
副
議
長
と
し
て
今

後
２
年
間
の
議
会
運
営
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う

え
な
く
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と

も
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
考

え
ま
す
と
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
が
い
た
し
ま
す
。
そ
の
職

責
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、

円
滑
な
議
会
運
営
を
志
し
て
努

力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
世
界
同
時
不
況
か
ら

端
を
発
し
た
国
民
経
済
の
低
迷

は
好
転
の
兆
し
が
見
え
な
い
中
、

少
子
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
子

育
て
支
援
や
、
福
祉
、
教
育
の

充
実
な
ど
、
重
要
課
題
へ
の
対

応
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
朝
霞
市
に
お
き
ま
し
て

も
従
来
に
も
増
し
て
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
べ
く
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

我
々
市
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
市
民
の
皆
様
の
豊
か
な

生
活
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
う
し
た
中
で
、
市
民
の

皆
様
と
市
政
と
の
懸
け
橋
と
し

て
明
る
く
心
豊
か
な
生
活
を
願

う
皆
様
の
負
託
に
こ
た
え
ら
れ

る
よ
う
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
市
民
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
今
後
も
な
お
一

層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
議
会
人
事
が
決
定
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▽
平
成
２１
年
度
朝
霞
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
額
は
、
４
億
２
２
０
３
万

４
千
円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は

３６５
億
７
８
０
５
万
３
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方
特

例
交
付
金
の
減
額
、
国
庫
支
出
金

は
、
国
の
補
正
予
算
の
執
行
停
止

に
伴
い
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当

交
付
金
を
減
額
す
る
ほ
か
、
生
活

保
護
費
負
担
金
の
増
額
や
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
費
用
軽
減
事
業
補

助
金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
支
出
金
・
寄
附
金
・
繰
越
金
・

諸
収
入
・
市
債
の
増
額
と
繰
入
金

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
整
備
工
事
、
介
護
給

付
・
訓
練
等
給
付
費
負
担
金
や
生

活
保
護
費
、
朝
霞
駅
バ
リ
ア
フ
リ

ー
設
備
整
備
負
担
金
事
業
債
な
ど

を
増
額
し
て
い
ま
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２１
年
度
朝
霞
市
朝
霞
都
市

計
画
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

補
正
額
は
、
７１
万
４
千
円
の
減

額
で
、
予
算
総
額
は
１６
億
６
３
６

６
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
繰
入
金

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
給
与
改

定
お
よ
び
人
事
異
動
に
伴
い
人
件

費
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
平
成
２１
年
度
朝
霞
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
額
は
、
５
５
０
０
万
７
千

円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は
、
４１

億
８８６
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給

付
費
の
不
足
に
充
当
す
る
財
源
と

し
て
介
護
保
険
保
険
給
付
費
支
払

基
金
、
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨

時
特
例
基
金
を
取
り
崩
し
、
基
金

繰
入
金
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給

付
費
の
う
ち
居
宅
介
護
等
サ
ー
ビ

ス
計
画
費
給
付
事
業
、
介
護
給
付

費
審
査
支
払
事
業
、
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
給
付
事
業
、
特
定
入
所

者
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
平
成
２１
年
度
朝
霞
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
は
、
資
本
的
収
入

に
お
い
て
国
庫
補
助
金
と
し
て
、

水
道
水
源
開
発
等
施
設
整
備
費
補

助
金
を
見
込
み
、
収
納
検
針
業
務

に
つ
い
て
、
平
成
２２
年
度
開
始
時

に
契
約
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
債

務
負
担
行
為
を
設
定
す
る
も
の
で

す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

朝
霞
第
四
小
学
校
改
築
事
業
に

伴
い
、
朝
霞
第
四
小
学
校
の
位
置

を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の

職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
地
方

公
共
団
体
の
条
例
に
よ
る
補
償
を

受
け
る
非
常
勤
の
船
員
に
関
す
る

規
定
に
つ
い
て
も
、
法
制
上
の
整

合
性
を
図
る
た
め
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
民
会
館
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
２２
年
４
月
か
ら
、
よ
り
多

く
の
市
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
毎
週
月
曜
日
の
休
館
日
を

廃
止
し
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る

も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
在
宅
重
度
心
身
障
害
者

手
当
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給

に
関
す
る
法
律
第
１７
条
の
規
定
に

よ
る
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
を

受
け
て
い
る
者
の
う
ち
、
超
重
症

心
身
障
害
児
に
つ
い
て
、
月
額
８

千
円
の
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手

当
を
支
給
す
る
旨
を
定
め
る
も
の

で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

平
成
２１
年
第
４
回
朝
霞
市
議
会
定
例
会
で
は
、
市
長
か

ら
追
加
議
案
を
含
む
１９
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
が
１
件
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
件
名
と
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど１９

議
案
を
審
議

7
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請
願
審
議

▽
朝
霞
市
体
育
施
設
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
２２
年
４
月
か
ら
朝
霞
市
立

総
合
体
育
館
な
ど
１１
施
設
に
つ
い

て
は
毎
週
月
曜
日
を
、
内
間
木
公

園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど
３
施
設

に
つ
い
て
は
、
毎
週
木
曜
日
の
休

館
日
お
よ
び
休
場
日
を
廃
止
し
、

利
便
性
の
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

朝
霞
第
四
小
学
校
の
改
築
に
よ

る
移
転
に
伴
い
、
敷
地
内
に
あ
る

幸
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
も
あ
わ

せ
て
移
転
す
る
た
め
、
そ
の
位
置

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
部
室
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

健
康
福
祉
部
を
、
福
祉
部
と
健

康
づ
く
り
部
に
分
割
す
る
も
の
で

す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
長
期
継
続
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定
め

る
条
例

物
品
を
借
り
入
れ
る
契
約
で
、

商
慣
習
上
、
複
数
年
度
に
わ
た
り

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
一
般
的

な
も
の
、
お
よ
び
経
常
的
か
つ
継

続
的
な
役
務
の
提
供
を
受
け
る
契

約
で
、
年
度
の
当
初
か
ら
役
務
の

提
供
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
複

数
年
度
に
わ
た
り
契
約
を
締
結
す

る
必
要
が
あ
る
契
約
に
つ
い
て
、

長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
新

た
に
制
定
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

今
回
廃
止
す
る
路
線
は
４
路
線

で
、
一
般
国
道
２５４
号
和
光
富
士
見

バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
の
進
捗
に
伴

い
、
起
終
点
に
変
更
が
生
じ
た
こ

と
か
ら
改
め
て
認
定
を
行
う
た
め

の
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

今
回
認
定
す
る
路
線
は
８
路
線

で
、
一
般
国
道
２５４
号
和
光
富
士
見

バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
の
進
捗
に
伴

い
、
起
終
点
の
変
更
に
よ
る
道
路

が
７
路
線
、
新
設
取
り
付
け
道
路

が
１
路
線
の
道
路
を
認
定
す
る
も

の
で
す
。原

案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

取
得
す
る
財
産
は
朝
霞
市
消
防

団
第
３
分
団
お
よ
び
第
８
分
団
の

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
購
入
す
る

も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

の
規
約
変
更
に
つ
い
て

変
更
内
容
に
つ
い
て
は
、
加
須

市
が
同
組
合
で
共
同
処
理
し
て
い

る
交
通
災
害
共
済
事
務
に
新
規
加

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
組
合
規

約
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協

議
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
地
方

自
治
法
第
２９０
条
の
規
定
に
よ
り
提

出
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
及
び
教
育
委
員
会
教

育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準

じ
、
期
末
手
当
の
年
間
の
支
給
月

数
を
改
め
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
等
を
考
慮

し
、
給
料
を
約
０.３
�
減
じ
る
特
例

措
置
を
、
平
成
２２
年
１１
月
３０
日
ま

で
講
じ
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準

じ
、
職
員
の
給
料
を
引
き
下
げ
る

と
と
も
に
、
自
宅
に
係
る
住
居
手

当
を
廃
止
し
、
年
間
給
与
で
の
官

民
較
差
相
当
分
を
解
消
す
る
た
め
、

期
末
手
当
の
額
で
所
要
の
調
整
を

行
う
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
監
査
委
員
選
任
に
関
す
る
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

新
た
に
議
会
選
出
の
監
査
委
員

と
し
て
、
福
川
鷹
子
議
員
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
を
求
め
る
も
の

で
す
。

同
意
（
賛
成
多
数
）

※

掲
載
内
容
は
第
４
回
定
例
会

時
点
で
の
も
の
で
す
。
制
度
改
正

等
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。第

４
回
定
例
会
の
議
案
審
議
、

一
般
質
問
等
の
内
容
は
、
広
報
あ

さ
か
２
月
１５
日
号
の
議
会
だ
よ
り

に
掲
載
し
ま
す
。

議
員
提
出
議
案

１
件
を
審
議

▽
朝
霞
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

市
の
機
構
改
革
に
伴
い
、
常
任

委
員
会
の
所
管
事
項
に
つ
い
て
所

定
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

―
不
採
択
―

▽
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
使
用
時
の
道

路
交
通
法
適
用
緩
和
を
求
め
る
件

（
請
願
者
）

お
お
の

よ
し
お

大
野

良
夫
さ
ん

▽
基
地
跡
地
の
歴
史
的
遺
産
調
査

の
件

（
請
願
者
）

か
ね
た

し
ょ
う

金
田

翔
さ
ん

▽
妊
婦
健
診
公
費
助
成
の
拡
充
を

求
め
る
請
願
書

（
請
願
者
）

新
日
本
婦
人
の
会
朝
霞
支
部

ふ
か
ざ
わ

や
す
こ

支
部
長

深
澤

侃
子
さ
ん

―
継
続
審
査
―

▽
議
会
改
革
促
進
委
員
会
の
設
置

と
活
動
強
化
を
求
め
る
請
願

（
請
願
者
）

い
わ
が
き

き
よ
ふ
み

岩
垣

清
文
さ
ん

請
願
・
陳
情
の

提
出
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
の
提
出
の
方
法
は
、

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

市
議
会
の
コ
ー
ナ
ー
の
「
皆
さ
ん

と
市
議
会
」
の
項
目
に
掲
載
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。
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市役所 

玄関 

駐車場 

傍
聴
席
入
口
 

至朝霞駅 

銀行 

寄
附
行
為
の

禁
止
に
つ
い
て

議
員
の
寄
附
行
為
は
、
公
職
選

挙
法
の
規
定
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

〜
こ
ん
な
も
の
が
寄
附
禁
止
の
対

象
に
な
り
ま
す
〜

・
お
中
元
や
お
歳
暮

・
年
賀
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い
さ

つ
状
（
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に

よ
る
も
の
を
除
く
）

・
本
人
が
出
席
し
な
い
結
婚
式
の

祝
儀
や
葬
式
の
香
典

・
ま
つ
り
や
親
睦
旅
行
へ
の
差
し

入
れ
や
寸
志

み
ん
な
で
守
ろ
う「
三
な
い
運
動
」

�
政
治
家
は
有
権
者
に
寄
附
を
贈

ら
な
い
！

�
有
権
者
は
政
治
家
に
寄
附
を
求

め
な
い
！

�
政
治
家
か
ら
有
権
者
へ
の
寄
附

は
受
け
取
ら
な
い
！

各
種
審
議
会
等
委
員
に

次
の
と
お
り

推
薦
し
ま
し
た（

順
不
同
）

○
総
合
振
興
計
画
進
行
管
理
委
員

会
船
本

祐
志

篠
原

逸
子

須
田

義
博

田
辺

淳

○
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

議
会小

池

正
訓

獅
子
倉
千
代
子

○
環
境
審
議
会

野
本

一
幸

獅
子
倉
千
代
子

○
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

岡
�

和
広

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
運
営

審
議
会

浅
川
万
次
郎

○
民
生
委
員
推
薦
会

浦
川

和
子

佐
野

昌
夫

○
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議

会
石
川

啓
子

○
高
齢
者
福
祉
計
画
推
進
会
議

藤
井
由
美
子

小
山

香

○
児
童
館
運
営
協
議
会

福
川

鷹
子

○
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

船
本

祐
志

佐
野

昌
夫

○
都
市
計
画
審
議
会

野
本

一
幸

大
橋

正
好

利
根
川
仁
志

小
池

正
訓

田
辺

淳

○
緑
化
推
進
会
議

浅
川
万
次
郎

本
山

好
子

須
田

義
博

神
谷

大
輔

○
下
水
道
審
議
会

石
原

茂

福
川

鷹
子

堀
内

初
江

○
水
道
審
議
会

石
原

茂

高
橋

勅
幸

利
根
川
仁
志

○
学
校
給
食
運
営
審
議
会

大
橋

正
好

本
山

好
子

堀
内

初
江

○
社
会
教
育
委
員

小
山

香

○
青
少
年
問
題
協
議
会

浦
川

和
子

神
谷

大
輔

○
公
民
館
運
営
審
議
会

斉
藤

弘
道

○
図
書
館
協
議
会

高
橋

勅
幸

○
博
物
館
協
議
会

岡
�

和
広

斉
藤

弘
道

○
施
設
管
理
公
社
評
議
員
会

船
本

祐
志

藤
井
由
美
子

議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
が
左
記

の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長

藤
井

由
美
子

副
委
員
長

石
川

啓
子

高
橋

勅
幸

本
山

好
子

須
田

義
博

獅
子
倉
千
代
子

小
山

香

神
谷

大
輔

傍
聴
席
の
入
口
は
、
市
役
所
庁

舎
玄
関
に
向
か
っ
て
右
方
向
に
あ

り
ま
す
。

傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍
聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴
席席席席席席席席席席席席席席席席席席席席席席席席入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

次
回
定
例
会
の
開
会
日
は

２
月
２６
日
�
の
予
定
で
す
。

※
請
願
の
提
出
は
、
２
月
１９
日
�

午
後
５
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

市議会を傍聴して
みませんか

埼
玉
県
の
選
挙
統
一
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
選
挙
く
ん
」
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